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ʮ Ҵՙ୆ࢢݪࢢ � ߸෿ ʯ　 ਖ਼ޡද

గਖ਼Օॴ ޡ ਖ਼

� ท @ 第 � અ @�0 行໨ �977 年（ত࿨ 52）年 3 ݄ �977（ত࿨ 52）年 3 ݄

5 ท @ Լஈ @ ෿一ཡݹ 4�ɹକέӜࢢ ඓܽ 4 ߸（ԁ 27N） 4�ɹକέӜࢢ ඓܽ 4 ߸（ԁ �3N）

22 ท @�4 行໨ （第 3 ষ第 3 અ） （図൛ 35）

36 ท @ 第 4 અ @「మ3）݋ ～̑）」の߲ @8 行໨ ޸と໨ఝ৲ܪ、ย（3）は৲ܪ � 。がҨଘする޸ ޸と໨ఝ৲ܪ、ย（4）は৲ܪ � 。がҨଘする޸

36 ท @ 第 4 અ @「మ3）݋ ～̑）」の߲ @�� 行໨ 、਎部ย（4）は、ਏうじてਕ部྆୺がҨଘして͓り݋ 、਎部ย（3）は、ਏうじてਕ部྆୺がҨଘして͓り݋

36 ท @ 第 4 અ @「మ3）݋ ～̑）」の߲ @�2 行໨ 、ମであるかはෆ໌だがݸย（3）とಉ一৲ܪ 、ମであるかはෆ໌だがݸย（4）とಉ一৲ܪ

43 ท @ 第 27 図 @ ˞画૾ࠩしସえ༗ @ Լࢀهর Ȃ Ȃ

92 ท @「象嵌線の質ྔີ度について」の߲ @4 行໨ 象嵌ߔに象嵌線の一部がґଘした 象嵌ߔに象嵌線の一部がҨଘした

�34 ท @ 第 245 図 @ ˞画૾ࠩしସえ༗ @ Լࢀهর Ȃ Ȃ

�34 ท @ 第 245 図 @ Ωϟϓγϣϯ ௕୩؍ࣉԻ฾૾ཱࡵ銘（702 年） ࠜ௡ඒ術ؗଂޫഎ（658 年）

�34 ท @ 第 246 図 @ Ωϟϓγϣϯ খ࣏ా҆ຑཿุ729）ࢽ 年）、 খ࣏ా҆ສཿุ729）ࢽ 年）、

�38 ท @（32）の文໊ݙ （32）ϗϯεϯ΢ 202�「ণೡߍಎ �� ߸෿ग़౔銘文刀も見直し」 （32）ϗϯεϯ΢ 202�「ণೡߍಎ �� ߸෿ग़౔銘文刀の見直し」

�4� ท @ 第 254 図 @5の銘文 ډଟ加൸໊࣍֫ࣇ ଖ໊ࣇଟ加൸࣍֫ډ

�52 ท @ 第 �0 表 @「৽୔ �73 ߸」@「ම頭ܘ」 େ େ  

�52 ท @ 第 �0 表 @「Ҵՙ୆ � ߸ 中ԝࢪઃ」@「෴ྠ」্：మંɹԼ：మં ্：మં  ɹԼ：మં  

�53 ท @27 ～ 28 行໨ ௕ᰍ௎ፘยਕࣜの᭲௕は �0�6 ～ ���7DN である。 ௕ᰍ௎ፘยਕࣜの᭲௕は �0�� ～ ���3DN である。

�55 ท @ 第 �� 表 @ ˞表ࠩしସえ༗ @ Լࢀهর Ȃ Ȃ

�58 ท @20 行໨ 、௨఺しڞগな象嵌銘をもつ఺でر 、௨しڞগな象嵌銘をもつ఺でر

�78 ท @ 第 267 図 @ Ωϟϓγϣϯ「4& ۠」಺༰ ౔ߴثࢣഋ（25 ～ 30・32・34 ～ 39・53 ～ 58） ౔ߴثࢣഋ（24 ～ 30・32・34 ～ 39・53 ～ 58）

�99 ท @2� 行໨ 5,208 ഋ਎ثܙのਢࣜܕ 3・֖ഋ 3・ ᙈ・�（୆ث）ഋߴ・� � が൐う。5,208 ഋ਎ثܙのਢࣜܕ 3・ഋ֖ 3・ ᙈ・�（୆ث）ഋߴ・� � が൐う。

�99 ท @22 ～ 23 行໨ पߔ๺部にはपߔ಺に౔޵があり पߔ๺部にはఈ໘に౔޵がある。

20� ท @7 行໨ ௣௡Ҵՙݹࢁ෿ ෿ݹࢁ௣௡Ҵՙࢢݪࢢ

205 ท @「はじめに」の߲ @�0 行໨ こうしたҙ図のものと、 こうしたҙ図のもと、

205 ท @「�ɽҴՙ୆ � ߸෿の概ཁ」の߲ @�2 行໨ ௕ᰍผ଄りย௎ፘ三角ࣜܗ �・ผ଄り௎ፘをもたない三角ࣜܗ �・ ௕ᰍผ଄りย௎ፘ三角ࣜܗ 2・

208 ท @27 行໨ それらの෵ݯにԦࣀ銘刀݋をҐஔ෇͚るࢹ఺もఏࣔされた。 それらの෵ݯにԦࣀ銘మ݋をҐஔ෇͚るࢹ఺もఏࣔされた。

209 ท @「3ɽอ༗する෢ث・෢۩」の߲ @�� 行໨ ผ଄り௎ፘもつ௕ᰍ᭲をؚんで͓り、 ผ଄り௎ፘをもつ௕ᰍ᭲をؚんで͓り、

209 ท @「3ɽอ༗する෢ث・෢۩」の߲ @�5 行໨ （第 � ষ第 2 અ） （第 2 ষ第 4 અ）

209 ท @「3ɽอ༗する෢ث・෢۩」の߲ @20 行໨ （第 3 ষ第 2 અ） （第 3 ষ第 4 અ）

%7% ʵ 30. 収࿥ @%2 ท @7 行໨ 第 7 表のᶄ～ᶈのኍ܊׽の銘を࣋つ 第 7 表のᶅ～ᶌのኍ܊׽の銘を࣋つ

%7% ʵ 30. 収࿥ @%5 ท @�2 行໨ ᰿ૉ෶ุग़౔ۜ象嵌మڸの「なめくり象嵌」は ᰿ૉ෶ุग़౔金象嵌మڸの「なめくり象嵌」は

˞画૾ࠩしସえ前 @ʲޡʳ

43 ท @ 第 27 図

˞画૾ࠩしସえ後 @ʲਖ਼ʳ
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第一期（ 導入期）：第244図のように文字は単調な直線が組み合わされている。概ね初期から670

年前後までの時代である。

第二期（ 進化期）：第245図のように筆文字の起筆（ 彫り始め）・収筆（ 彫り終わり）でたがねの方

向を強引に変えて「墨だまり」や「筆を抜いた痕跡」を表現しようとしている。670年前後から8世紀

初頭までの時代である。

第三期（ 完成期）：第 246 図のように

筆文字の線の肥痩、抑揚、勢い、流れな

どをたがねで表現できるようになる。8

世紀初頭から後半にかかる時代である。

つまり、7 世紀も後半になって、筆文

字らしい柔らかい表現が可能になる。文

字線の起筆部ではたがねの進行方向とは

異なる角度でたがねを入れ、収筆部でも

それまでのたがねの進行方向とは異なる

角度でたがねを抜く。時には横画に見ら

れる筆の抑揚や変化を表現するなど、硬

質な感じになりがちなたがね加工で柔ら

かい筆致を表現しようとする。あくまで

も筆で書いた文字に似せようとする彫金

技術の進化・発展の仕方は、中国や朝鮮

半島には見られず、奈良時代に花開いた

日本列島独自の文化である。これを筆者

は「流れの文化」と呼んでいる（30）。

（2）韓半島の刻銘技術

百済では、七支刀のなめくり象嵌技術

に始まり、5 世紀の蹴り彫り象嵌やなめ

くり象嵌の技術（ 第 247 ～ 249 図）へ、

第 244 図　第一期（導入期）：
左から模式図、法隆寺丙寅年菩薩半跏像台座銘（606 年）、
同・辛亥年観音菩薩立像銘（591 年 or651 年）、
野中寺弥勒菩薩像銘（666 年）

第 245 図　第二期（進化期）：
左から模式図、船王後墓誌（668 年）、
小野毛人墓誌（677 年）、௕୩寺観音菩薩立像銘（702 年）

第 246 図 第三期（完成期）：
左から模式図、興福寺勧禅院鐘銘（727 年）、
山代忌寸墓誌（728 年）、小治田安ຑ侶墓誌（729 年）、
石川年足墓誌（762 年）

第 247 図 七支刀銘 第 248 図
昌寧校洞 11 号墳金象嵌大刀

第 249 図
東博蔵有銘環頭大刀

第 248 図 昌寧校洞 11 号墳金象嵌大刀 国立中央博物館（韓国）所蔵
第 249 図 有銘環頭大刀（部分） 東京国立博物館所蔵 Image: TNM Image Archives
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